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吉田裕教授
　
略歴および主要研究業績
履歴書
学
　　
歴
一九六八年四月
　　
早稲田大学第一文学部入学
一九七二年三月
　　
同フランス語フランス文学科卒業
一九七二年四月
　　
早稲田大学大学院文学研究科修士課程フランス語フランス文学専攻入学
一九七五年三月
　　
同修了
職
　　
歴
一九七七年四月
　　
早稲田大学文学部文芸専攻助手（一九八四年三月まで）
一九八四年四月
　　
早稲田大学法 部講師（一九八七年三月まで）
一九八七年 月
　　
同助教授（一九九三年三月まで）
一九九三年四月
　　
同教授（現在に至る）
鶴見大学、成城大学、名古屋大学、早稲田大学の、学部あるいは大学院で非常勤講師
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主要役職
早稲田大学法学部教務副主任（学生担当）
　　
一九九〇年一〇月
　
一九九二年九月
日本フランス語フランス文学会学会誌編集委員長
　　
二〇〇一年
　
二〇〇二年
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研究業績
単行本になっているもの
『ラスコーの曙光から』 、共著、水声社、二〇二〇年（準備中）『移動する民
　
国境に満ちた世界で』 、アジエ著、翻訳、藤原書店、二〇一九年
『詩的行為論』 （増補版、北村透谷・樋口一葉・石川啄木論等） 、単著、書肆山田、二〇一八年『 「死者」とその周辺』 、バタイユ著、翻訳と論文 一七『バタイユ
　
聖なるものから現在へ』 、単著、名古屋大学出版会、二〇一二年
『詩と絵画
　
ボードレール以降の系譜』 、共著、未知谷、二〇一一年
L
es É
tudes françaises au Japon, tradition et renouveau, collectif, P
resse universitaire de L
ouvain, B
elgique, 
2010.
『危機の中の文学』 、共著、水声社、二〇一〇年『これから 文学研究 思想の地平』 、共著、右文書院、二〇〇七年『バタイユの迷宮』 、単著、書肆山田、二〇〇七年『聖なる陰謀
　
アセファル資料集』 、バタイユ他著、共訳、ちくま学芸文庫、二〇〇六年
『物質の政治学
　
バタイユ・マテリアリストⅠ』 、バタイユ著、翻訳と論文、書肆山田、二〇〇一年
『異質学の試み
　
バタイユ・マテリア ストⅡ』 、バタイユ著、翻訳と論文、書肆山田、二〇〇一年
『ニーチェの誘惑』 、バタイユ著、翻訳と論文、書肆山田、一九九六年
296吉田裕教授　略歴および主要研究業績
『聖女たち』 、バタイユ著、翻訳と論文、書肆山田、一九九三年『詩的行為論』 、単著、七月堂 一九八八年『幻想生成論』 （吉本隆明『言語にとって美とは何か』 『共同幻想論』 『心的現象論』解読の試み） 、単著、大和書房、一九八八年『吉本隆明とブランショ』 、単著、弓立社、一九八一年日本近代文学研究叢書『吉本隆明・江藤淳』 、共著、有精堂、一九八〇年
右記単行本未収録の主要な論文（単著、二〇〇〇年以降）
「空間の輻輳に関する試論Ⅰ
　
Ⅶ」 、人文論集五二
　
五七号、二〇一四
　
二〇二〇年
「イマージュの経験
　
バタイユ『ラスコーの壁画』を読む」 、
A
ZU
R
十九号、二〇一八年
「バタ ユと三島由紀夫
　
すれ違いとオリジナリティと」 、比較文学年誌五四号、二〇一八年
「風景の変成
　
フェリチェ・ヴァリニを参照しつつ」 、
A
ZU
R
十八号、二〇一七年
「村上春樹におけるバタイユの影」 、比較文学 誌五二号、二〇一六年「バタイユの構図：労働・死・エロティスム、そして芸術」 、
A
ZU
R
十七号、二〇一六年
「死者の二つの送り方
　
バタイユとマルロー」 、
A
ZU
R
十六号、二〇一五年
D
eux lectures de M
anet, B
ataille et F
oucault, C
ahier B
ataille, vol.2, F
rance, 2014
「輻湊する空間
　
建築・映画・小説」 、比較文学年誌五〇号、二〇一四年
「伝説の終わり？
　
バタイユと刻み切りの刑の写真」 、
A
ZU
R
十五号、二〇一四年
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「思想の姿について
　
吉本隆明追悼」 、
L
E
ID
E
N
二号、二〇一二年
「剥離する映像
　
デヴィット・リンチ『マルホランド・ドライブ』 」 、現代文学十一号、二〇一一年
「ベルクソンを読む小林秀雄Ⅰ、Ⅱ」 、比較文学年誌四三・四六号、二〇〇七・二〇一〇年L
e sacrée et la com
m
unauté--A
utour d'A
céphale （
1936-1939 ）, A
ZU
R
, no.7, 2006
H
aiku et la conscience des choses, R
evue des Sciences H
um
aines, U
niversité de L
ille III, 2006
「小林秀雄ノート一
　
四」 、人文論集四一
　
四四号
　
二〇〇三
　
二〇〇六年
「バタイユの受容
　
吉本隆明の場合」 、比較文学年誌四二号、二〇〇六年
「西東三鬼論」 、現代詩歌研究六号、二〇〇四年「吉田一穂における詩と俳句の問題」 、俳句文学館紀要 二〇〇二年
